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グローバル COE

　第１回　生命環境化学教育研究拠点

大阪大学大学院工学研究科生命先端工学専攻・教授　
生命環境化学グローバル教育研究拠点・代表 福　住　俊　一

連載シリーズ

　地球温暖化対策が待ったなしの状況になっている中

で、21 世紀の最重要課題である地球規模の環境及び

資源エネルギー問題の根本的解決を図るためには、こ

れまで以上にグローバルな視点から国際的な教育研究

に取り組む必要がある。米国もオバマ大統領になって

地球環境問題に対して積極的な姿勢を示し、2050 年

までに二酸化炭素の排出量を 80％削減することを目

指して、代替エネルギーの開発に 1500 億ドルを投じ

ると伝えられている。日本も基本的に同じ目標を掲げ

ているが、従来技術では達成不可能であり、革新的な

技術開発が不可欠である。そこで化学の果たす役割は

極めて大きいものがある。日本の化学関連分野の教育

研究水準は国際的にも極めて高いものがあるが、欧米

に比べて最も立ち後れているのが教育研究のグローバ

ル化である。21 世紀は国際化の時代であり、国際的

連携を密にしたグローバル教育研究をより一層強力に

推進する必要がある。

　大阪大学化学系（工学研究科、理学研究科、基礎工

学研究科）では 21 世紀 COE において、自然の生命

の営みと調和した持続可能な社会の実現に向けて、エ

ネルギー環境問題の解決につながる自然共生型化学の

創成に総力をあげて取り組んできた。次のステップと

しては、これまでの取り組みをさらに発展させて、い

よいよ地球環境・資源エネルギー問題の根本的解決を

本格的に目指す必要がある。むろん地球環境・資源エ

ネルギー問題の最終解決は容易に達成できるものでは

ない。これは長期間にわたる国家戦略として本格的に

取り組むべき課題である。そのためには、日本の未来

を担う次の世代に確実に研究成果を引き継ぐことが必

須である。このような観点から、本グローバル COE

では、21 世紀の世界、特に資源の乏しい日本にとっ

て最重要課題である地球環境・資源エネルギー問題の

根本的解決を図る革新的な先端科学技術を創製し、か

つその基本理念と成果を次世代に継承発展させるた

め、グローバルな視点から生命環境化学に関する世界

トップレベルの教育研究拠点を形成することを目的と

している。

　本グローバル COE

「生命環境化学グロー

バル教育研究拠点」の

ロゴマーク（右図）で

は、拠点の目的が象徴

的に表されている。地

球に迫る温暖化の危機

に対し、地球温暖化を

阻止する帯が日本（大阪）から地球全体に拡がってい

る。その目的達成のため本拠点では、基礎から応用ま

で生物的アプローチも含めて次の 5つの研究グループ

を設け、総勢 29 名の研究リーダーが連携して強力に

拠点事業としての教育研究を推進している。

❶エネルギー環境化学：人工光合成システムによる水

素製造プロセス、水素貯蔵システム、太陽電池など

の石油代替エネルギー開発及び高効率エネルギー変

換材料の研究開発を行っている。

❷物質変換環境化学：CO2 固定及び環境調和型物質

変換触媒プロセスの開発など、地球環境・資源エネ

ルギー問題の根本的解決につながる研究開発を行っ

ている。

❸分子情報化学：光合成系に見られるような分子集合

体・超分子系の高次な分子情報認識相互作用を利用

した超分子系を構築し、理論計算を援用して光合成

モデル機能開発を行っている。

❹生命分子化学：生体適用材料の開発及び新しい高機

能生体類似分子の合成を通じ、環境負荷軽減型の高
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効率生体触媒を開発している。また、植物資源を利

用した高性能バイオベースポリマーやポリフェノー

ルを基盤とするカーボンニュートラル新素材の開発

にも力をいれている。

❺環境生物化学：低炭素社会を実現するためには、バ

イオマスの持つエネルギーを様々な物質に変換する

技術の開発も必要である。そのため食糧と競合しな

いセルロース系等のバイマスから糖を創出する技術

開発など、新しいフロンティア産業バイオの創成を

目指した研究開発を行っている。

　教育面では、生命環境化学について幅広い視野から

国際的な場で存分に活躍できる人材育成を行ってい

る。そのために博士後期課程の学生の英語による研究

申請募集を行い、厳正な審査結果に基づき GCOE フェ

ローとして採択して支援している。また、生命環境化

学分野で顕著な業績をあげている外国人教授を招聘し

て、生命環境化学特別講義を大学院の新カリキュラム

として実施している。

　一方、生命環境化学分野の大学院教育において専門

英語の E- ラーニング体制を網羅的に整備しつつあり、

外国人教員による演習を実施している。また、広く海

外から生命環境化学分野の博士研究員を積極的に雇用

し、英語特別コースの留学生と共同で教育研究を行

なっている。

　2007 年 11 月 20 日− 26 日には、GCOE ミッションと

してヨーロッパにおける主要大学を回り、本 GCOE

プログラムの周知徹底をはかるとともに、大学間学術

交流協定をまだ結んでいない主要大学と協定を締結し

た。訪問先は、フランス主要３大学（École Nationale 

Supérieure de Chimie de Paris, École Normale 

Supérieure, Paris, University of Strasbourg, 

Strasbourg） と ド イ ツ 主 要 大 学（University of 

Erlangen-Nürnberg, Technische Universität 

München）でいずれの大学とも国際学術交流協定を

結ぶことで一致した。特に EU 本部のあるストラス

ブール大学とは、教授の相互交流も毎年行うことを決

定し、すでに実施している。さらに海外の主要大学と

国際学術交流協定を締結し、学生の海外派遣および海

外からの学生受け入れを積極的に実施している。こう

して研究室における外国人の比率を高めることによ

り、研究室のセミナーを英語で実施するなど、教育研

究体制のバイリンガル化を強力に推進している。

　一方、GCOE 国際会議をすでに 6 回開催し、大学

院学生が積極的に口頭発表を行っている。

　2008 年 12 月には、米国サンフランシスコにおいて、

地球環境エネルギーに関する大型プロジェクトである

「HELIOS」及び「CCI Solar」の主要研究者をすべて

招聘し「生命環境化学」をテーマに大阪大学フォーラ

ムを開催した。カリフォルニア工科大学、マサチュー

セッツ工科大学、カリフォルニア大バークレー校、ロー

レンスバークレー国立研究所などから多数の研究者が

参加した。「CCI Solar」プロジェクトのリーダーであ

る Harry B. Gray 教授（写真中央が Gray 教授、左端

が鷲田総長）とは、生命環境化学グローバル教育研究

拠点と学生インターンシップを含めて一層緊密な連携

を取ることで一致した。

　上述のような本グローバル COE 生命環境化学教育

研究拠点の活動を通じて、地球環境・資源エネルギー

問題の根本的解決に貢献し、地球の未来を託すことが

できる多くの国際的人材が、近い将来世界に羽ばたく

ことを大いに期待している。

大阪大学フォーラムにおける総長招宴にて

（学界）


